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幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
つ
ど
い

　

仙
南
地
域
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
に

よ
る
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
優
れ
た
作
品
を

火
災
予
防
運
動
期
間
中
や
消
防
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
等
に
展
示
し
て
防
火
Ｐ
Ｒ
に
活

用
し
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
昭
和　

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

54

　

今
回
は
仙
南
２
市
７
町
の
小
学
校　

校
45

か
ら
百
六
十
三
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
の
作
品
も
、
火
の
恐
ろ
し
さ
や
、
火

災
予
防
の
大
切
さ
を
伝
え
る
素
晴
ら
し
い

作
品
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
（
仙
南
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
長
賞
）
に
は
、

大
浦
未
来
さ
ん
（
白
石
市
立
白
石
第
二
小

学
校
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。（
左

図
）

　

優
秀
賞
に
入
選
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
長
賞

　

丸
森
町
立
舘
矢
間
小
学
校 

加
藤　

里
佳

●
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
長
賞

　

柴
田
町
立
船
迫
小
学
校 

及
川　

佳
祐

●
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

角
田
市
立
角
田
小
学
校 

榊　

映
梨
子

　

角
田
市
立
枝
野
小
学
校 

毛
利　
　

柊

　

柴
田
町
立
船
迫
小
学
校 

菅
井　

優
那

●
宮
城
県
消
防
協
会
仙
南
支
部
長
賞

　

柴
田
町
立
船
迫
小
学
校 

久
保　

桃
子

　

大
河
原
町
立
大
河
原
小
学
校 

前
野　

佑
太

　

大
河
原
町
立
大
河
原
南
小
学
校 

佐
藤　

友
哉

●
仙
南
地
域
幼
少
年
婦
人

　
　
　
　
　

防
火
委
員
会
会
長
賞

　

蔵
王
町
立
円
田
小
学
校 

文
谷
真
由
香

　

丸
森
町
立
小
斎
小
学
校 

窪
田　

平
海

　

丸
森
町
立
耕
野
小
学
校 

金
間　

裕
二

　

柴
田
町
立
槻
木
小
学
校 

青
塚　

和
樹

　

川
崎
町
立
川
内
小
学
校 

北　

穂
乃
香

●
仙
南
地
方
危
険
物
安
全
協
会
会
長
賞

　

白
石
市
立
越
河
小
学
校 

佐
藤　

大
樹

　

角
田
市
立
桜
小
学
校 

太
田　

郁
哉

　

柴
田
町
立
柴
田
小
学
校 

�
橋　

直
也

　

大
河
原
町
立
大
河
原
小
学
校 

栗
本　

陽
女

　

仙
南
地
域
幼
少
年
防
火
委
員
会
で
は
、

幼
少
年
期
に
火
の
大
切
さ
や
火
災
の
恐
ろ

し
さ
等
の
防
火
意
識
を
育
成
、
啓
発
す
る

目
的
で
、
幼
年
消
防
の
つ
ど
い
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
丸
森
町
舘
矢
間
保
育
所
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け

「
幼
少
年
消
防
用
活
動
資
器
材
助
成
事

業
」
で
購
入
し
た
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
が
交
付

さ
れ
、
さ
っ
そ
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
左
写
真
）

　

「
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
�
」
等
の
「
防
火

の
ち
か
い
」
を
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き

わ
た
る
声
で
宣
言
し
ま
し
た
。

　

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
酸
素
を
供
給
す

る
と
い
う
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
は
そ
の
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
の

う
ち
に
失
く
し
て
し
ま
う
災
害
で
す
。そ
の

多
く
は
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
り
扱
い
の
不

注
意
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
山
々
は
、空
気
が
乾
燥
し
季
節
風
が

吹
き
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
声
を
か
け
合
い
、
か
け
が
え
の

な
い
緑
の
山
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

山
火
事
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
入
山
者
の
注
意
点
》

１　

枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

２　

タ
バ
コ
は
、
指
定
の
場
所
で
喫
煙
し
、

吸
い
殻
は
確
実
に
消
し
、
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。

３　

火
を
使
う
場
合
は
、
周
辺
に
燃
え
や

す
い
も
の
が
な
い
か
を
よ
く
注
意
し
、

消
火
用
の
水
な
ど
を
必
ず
用
意
す
る
。

４　

強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
等
が
発

令
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
火
気
の
使

用
は
控
え
る
。

平
成　

年
山
火
事
予
防
標
語

２１

「
見
直
そ
う  
森
の
緑
と  
火
の
始
末
」

山
火
事
を
防
ご
う
�
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回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

3030
最
優
秀
賞
に
大
浦
未
来
さ
ん

最
優
秀
賞
に 
大
浦
未
来
さ
ん（
白
石
第
二
小
学
校
）

（
白
石
第
二
小
学
校
） 


